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Thepresentstudywasundertakentoinvestigatethemterestinandviewsofl40
middle-agedandelderlypeopleabouttakingcareoftheirpartnerB、

Ｏｎｔｈｅｗｈｏｌｅ，interestincaringforspouseswashigh，ｂｕｔabout２０％ｏｆｔｈｅ

ｓｕｂｊectshadnotthoughtaboutanyneedtotakecareoftheirspouses・Ｍｏｒｅｔｈａｎ

８０％oftheBubjectsintendedtotakeadvantageofpubIiccare-at-homeservlces・

Thosesubjectswhodidnotintendtoutilizethepubliccaresystemtendedtoexpress

theopinionthatutilizingpublicservicesorfacilitiesmeansneglectingone'srespon-

sibilityorduty・Manyrespondentsthoughtitｗａｓｔｈｅｒｏｌｅｏｆｔｈｅｓｃｈｏｏｌｓｙｓｔｅｍｔｏ

ｐromotecaringforfamilymemberB・ＩｔｓｅｅｍＢｉｔｉｓａｇｏｏｄｉｄｅａｔｏｒｅｖｉｅｗｔｈe
currenthomeandregionaleducationprograms，consideringthatwecanlearnmuch

fromcontactandcommunicationwiththepeople，whenaddressingtheiSsuesofan

aginｇＢｏｃｉｅｔｙａｎｄｃａｒｅｆｏｒｔｈｅｅｌdBrlyELndinfirm．

介護をすることは当然であるという介護意識3)が変

わりつつあるものの，まだ依然として家族介護の意

識が強い状況にある．

平成12年４月から導入された介護保険の被保険者

は40歳以上となっており，中高年者は自分や家族の

健康について意繊が高まったことが予想される．そ

こで本研究は，中高年者が自分の配偶者に対する介

護についての意識を調査し，対象者の介護への関心・

意職及び配偶者の介護に影響する因子などを明らか

にすることで，今後の介護支援を考察することを目

的とした．

研究方法

１．鯛査対象

５０歳から64歳までの一般社会人185名のうち有効

回答数140名（75.7％)，男性71名（50.7％)，女性

69名（49.3％）であった．平均年齢は男性57.1±4.4

歳，女性55.9±4.8歳である．

２．研究方法

質問紙の留め置き調査法によるアンケート調査

３．調査内容

(1)対象者の背景について

(2)配偶者への介護に対する関心と意識

はじめに

我が国の高齢化は世界でも例がないほど急速に進

行しており，高齢化率は平成10年で16％を超え，平

均寿命は男性77歳，女性83歳という長寿国の一つと

なった．また，核家族化は進行し，高齢者のみの世

帯が増加する傾向にある．そのため，寝たきり老人

や痴呆老人などの要介護老人の増加が予測されるが、

家族や地域の共同生活機能は著しく低下し，家族の

介護力のみに頼ることは難しくなりつつある叩．

このような社会変化の中で，政府は1982年に「老

人保健法」が制定されたことを始め，1989年には

｢高齢者保健福祉推進十か年戦略（ゴールドプラン)」

が策定され，その実現のために1990年に「老人福祉

法」が改正された．さらに，1994年に「新ゴールド

プラン」が策定され，2000年４月から公的介護保険

が導入されたことなどを取り込み，多様な試みがみ

られた．しかし，これまで我が国における老人問題

に対する対応が家族扶養に偏った私的介護に委ねら

れ，公的な福祉介護サービスの活用を善しとしない

社会的風習が形成されてきた2)．そのため，家族で

、熊本大学医学部付属病院
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(3)対象者の自分への介護に対する意識

(4)介護における教育方法

４．統計学的有意差の検定はx2検定で行い，危険

率５％以下を有意差があるとした．

結果

対象者の背景において，仕事の有無，対象者の健

康に自信の有無及び配偶者の健康状態については，

それぞれ表１に示す通りである．

１．配偶者への介護に対する関心

まず，「貴方は配偶者の介護について考えたこと

があるか」という設問に対し，「たまに考える」８１

名(57.9％）で最も多く，次いで「よく考える」３１

名(22.1％)，「全く考えない」２８名(20.0％）であっ

た．性別でみると，男性では配偶者の介護について

｢たまに考える」と回答した人が37名(52.1％)，「全

く考えない」２２名(31.0％)，「よく考える」12名(16.9

％）の順であったが，女性では「たまに考える」と

回答した人が14名(63.8％)，「よく考える」19名(27.5

％)，「全く考えない」６名(8.7％）の順であり，

｢全く考えない」という項目において男性が女性よ

り有意に多かった（ｐ＜0.05)．

また，上記の項目において「よく考える」と「た

まに考える」を選択した人に対し，介護を考えるきっ

かけを問いかけた．その結果，最も多く回答したの

は「配偶者の健康が悪いとき」と「テレビ，新聞，

雑誌などの記事を読んだとき」（記事と略す）がそ

れぞれ63名(56.3％）であり，次いで「自分の健康

が悪いとき」５０名(44.6％)，「人から介護について

話を聞いたとき」（話を聞くと略す）３３名(29.5％）

の順であった．性別でみると，男性では「配偶者の

健康が悪いとき」３２名(65.3％）と最も多く，次い

で「記事」２８名(57.1％)，「自分の健康が悪いとき」

19名(38.8％）であり，女性では｢記事｣が35名(55.8

％）と最も多く，次いで「配偶者の健康が悪い」と

｢自分の健康が悪い」がそれぞれ31名(49.2％)，「話

を聞く」２４名(38.1％）であり，「話を聞く」という

項目において女性が男性の９名(18.4％）より有意

に多かった（ｐ＜qO5）（図１複数回答)．

さらに，「全く考えない」と選択した人に対し，

考えない理由を問いかけた．その結果，最も多く回

答したのは「配偶者が健康だから」２１名(75.0％）

表１対象者の背景

無どちらとも計有

／
1４０（100）

７１（100）

６９（100）

全体

仕事男性
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親の介瞳
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自分の睡亜思い
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その他

０２０４０６０８０％

図１配偶者の介護を考えるきっかけ
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愛恂親が健康

慣れみ
配偶者が健顧

瓢ij1感

自分が健康
隠晒

余裕がない 圧力回避

見返り蕗を聴かない

やりがい
まだ先のこと

目侶あり

賭していない
自分だけ

その他 l泉旋協力

その他
０２０40６０８０１００％

０２０｡４０６０8０１００％
図２配偶者の介護を考えない理由

図３配偶者の介護をしようとする理由

で，次いで「まだ先のことだから」１３名(46.4％)，

｢自分が健康だから」と「配偶者と話し合ったこと

がないから」がそれぞれ６名(21.4％）であった．

性別でみると，男性では「配偶者が健康だから」１７

名(77.3％)，「まだ先のことだから」１１名(50.0％)，

｢自分が健康だから」５名(22.7％）であり，女性で

は「配偶者が健康だから」４名(66.7％)，「まだ先

のことだから」と「配偶者と話し合ったことがない

から」がそれぞれ２名(33.3％）であり，男女間に

有意な差はみられなかった（図２複数回答)．

２．配偶者への介護意識

１）配偶者の介護に影響する因子

まず，「もし貴方の配偶者がベッド上での食事や

排泄の援助が必要となった場合，配偶者を介護しよ

うと思う理由を３項目以内に選んでください」とい

う設問に対し，全体では最も多く選択したのが「配

偶者の介護をするのは当然と思うから」（義務感と

略す）117名(83.6％）で，次いで「配偶者を愛して

いる，大切に思うから」（愛情と略す）と「自分以

外に介護する人がいないから」（自分だけと略す）

がそれぞれ78名(55.7％)，「介護が必要となった配

偶者がかわいそうに思うから」（憐れみと略す）３５

名(25.0％）であった．性別でみると，男性では

｢義務感」６２名(87.3％)と最も多く，次いで「愛情」

44名(62.0％)，「自分だけ」３６名(50.7％）でありヮ

女性では「義務感」５５名(79.7％）と最も多く，次

いで「自分だけ」４２名(60.9％)，「愛,情」３４名(49.3

％）であり，男女間の順位に違いはみられたが，有

意差はなかった（図３複数回答)．

次に，「もし貴方の配偶者がベッド上での食事や

排泄の援助が必要となった場合，配偶者を介護しよ

うとする際に妨げとなる理由を３項目以内に選んで

ください」という設問に対し，全体では最も多く選

択したのが「時間が自由に使えないから」（自由の

拘束と略す）５７名(40.0％）で，次いで「いつも気

にかけていなければいけないから」（精神的負担と

略す）と「介護の知識・技術面で自信がないから」

(自信ないと略す）がそれぞれ49名(39.5％)，「経済

的に苦しくなるから」（経済的負担と略す）３６名(25.

7％）であった．性別でみると，男性では「自由の

拘束」３１名(43.7％）と最も多く〆次いで「自信な

い」２８名(39.4％)，「精神的負担」と「家事・炊事・

洗濯など不得意だから」（家事不得意と略す）がそ

れぞれ24名(33.8％）であり，女性では「自由の拘

束」２６名(37.7％）と最も多く，次いで「精神的負

自由の拘束

身陶的負担

経済的負担

精神的負担

人生の租牲

瑠境不適切

自作|ない

家事不得巨

介睡者いる

その他

０１０２０３０４０５０％

図４配偶者の介助を妨げる理由
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いては，男性では「望んでいる」４３名(78.8％）と

最も多く，「見捨てた気」２４名(42.9％)，「近くに居

たい」１４名(25.0％）であったが，女性では「望ん

でいる」３９名(68.4％）と最も多く，「近くに居たい」

18名(31.6％)，「見捨てた気」１７名(29.8％）であり，

男女間においては順位の違いがみられた（図５複

数回答)．

「施設」と答えた人においては，「家でなく施設

などに入所してもらい介護していくと思う理由は何

か」との質問に対し，「自分の仕事，生きがいが犠

牲になるから」（人生設計の犠牲と略す）７名(50.7

％）が最も多く，「時間が自由に使えないから」（自

由の拘束と略す）と「施設でも行き届いた介護がな

されていそうだから」（行き届いた介護と略す）が

５名(35.7％)，「環境（家の構造上）が整っていな

いから」（環境の不適切と略す）４名(28.6％）であっ

た．

「サービスなしで家」と答えた人においては，

｢介護するにあたり介護サービスを利用しないと思

う理由は何か」と質問した．それに対し，「見捨て

た気」が８名(72.7％）と最も多く，「自分や家族の

力で十分介護していけると思うから」（十分介護で

きると略す）７名(63.6％)，「他人が家に入るのが

嫌だから｣(他人に入られたくないと略す）６名(54.5

％）であった．

３．対象者自身への介護に対する意識

「今，あなたが寝たきりとなり，ベッド上での食

事や排泄の援助が必要になったとする．あなたは，

自分の介護についてどう思うか.」の問いに対し，

｢サービスありで家」と答えた人は89名(63.6％）と

担」２５名(36.2％)，「自信ない」２１名(30.4％）であ

り，男女間に有意差はみられなかった（図４複数

回答)．

２）配偶者への介護方法

まず，「もし貴方の配偶者がベッド上での食事や

排泄の援助が必要となった場合，どのような介護を

考えるのか」という設問に対し，最も多く選んだの

は「介護サービスを利用しながら家で介護をしてい

きたい」（サービスありで家と略す）が113名(80.7

％）で，次いで「特別養護老人ホームや老人保健施

設などに入所してもらおうと思う｣(施設と略す）１４

名(100％)，「介護サービスを利用せず家で介護を

していきたい」（サービスなしで家と略す)11名(7.9

％)，「その他」２名(1.4％）の順であった．性別で

みると，男性では「サービスありで家」５６名(78.9

％)，「サービスなしで家」８名(11.3％)，「施設」

６名(8.5％)，「その他」１名(1.4％）であり，女性

では「サービスありで家」５７名(86.2％)，「施設」

８名(11.6％)，「サービスなしで家」３名(4.3％)，

｢その他」１名(1.4％）であり，男女間においては

順位の違いがみられた．

次に，「サービスありで家」を選択した人におい

て，「施設でなく家で介護していきたいと思う理由

は何か」との質問に対し，「配偶者が望んでいるか

ら」（望んでいると略す）８２名(72.6％）と最も多く，

｢他人まかせで配偶者を見捨てたような気がするか

ら」（見捨てた気と略す）４１名(36.3％)，「近くに居

たいから」（近くに居たいと略す）３２名(28.3％)，

｢施設の利用料金が高額そうだから」（施設料金が高

いと略す）１４名(12.4％）の順であった．性別にお

::;旨;::I:;ZI1I;;凸::;;;.::::;~:~:｡:｡:｡:~.~.男｣１日H21FIIi隣ﾛ品fi51h;､iPi05ji5i;;i尚ｉＭｉ３･;+;;iiZflMﾋｮﾆ'二H:｡lUmDU…PI…………=.…￥,.*｡品
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望んでいる

近くにいたい

信用できない

見捨てた気

辞醸六れる

料金が高い

その他

2０４０６０８０％【０

図５「サービスあり家」を選択した理由
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最も多く，「施設」３７名(26.4％)，「サービスなしで

家」１２名(8.6％)，「その他」２名(1.4％）であった．

性別においてはｉ男性では「サービスありで家」５１

名(71.8％)，「サービスなしで家」１０名(14.1％)，

｢施設」９名(12.7％）であり，女性では「サービス

ありで家」３８名(55.1％)，「施設」２８名(40.6％)，

｢サービスなしで家」２名(2.9％）であり，女性は

男性に比べて「施設」が有意に多かった(ｐ＜0.05)．

４．介霞の教育について

「今後さらに高齢化が進むと予測されるが，介護

に対する教育はどのように行われると良いと思われ

るか」の問いに対し，「小学校，中学校，高等学校

の授業の中で教育していくべきだと思う」（学校教

育と略す）と答えた人は98名(70.0％)，「地域社会

の中で大人が子ども達に伝えていくべきだと思う」

(地域教育と略す）２５名(17.9％)，「祖父母や親を中

心として家庭で教えていくべきだと思う」（家庭教

育と略す）９名(6.4％)，「新聞，本，テレビなどの

情報で十分だと思う」（情報教育と略す）２名(1.4

％)，「教育無し」と答えた人は１名(0.7％)，「その

他」と答えた人は５名(3.6％）であった．性別では

ほとんど差はみられなかった．

考察

１．配偶者への介慰関心

今回の調査では，配偶者の介護について８割の人

が考えており，考えるきっかけとして過半数の人が

｢配偶者の健康が悪いとき」，新聞や雑誌などの

｢記事」を読んだときと回答している．これは身体

機能の衰えを自覚する中高年期での配偶者の不健康

は今後配偶者への介護が必要になったときのことを

考える機会になっていると考えられる．また，平成

12年から介護保険力蝉入されるため，マスコミによ

る介護関連の報道が多くなり，被保険者として情報

を得る中で配偶者の介護について考えることに影響

を与えている要因と思われる．性別では「人から介

護について話を聞いたとき」においては女性が男性

より２割弱有意に多かった．厚生の指標によると，

50～69歳の人で介護を経験した者は56.5％であり，

また，全介護者の84.4％を女性が占めており，中高

年の女性は介護に携わっている割合が高い`)．その

ため，介護に関する話を同年代の介護を行っている

人から聞く機会も多い結果と考えられる．

一方，配偶者の介護について２割の人が全く考え

ておらず，その理由として「配偶者が健康だから」

と「まだ先のことだから」が最も多かった．今回，

調査を行った対象者は中高年層であり身体機能の衰

えを自覚する時期であるものの，病気等で自覚症状

が急速に現れるのは65歳を超えてからである5)．こ

のことからも，配偶者が健康である割合力塙く，介

護について全く考えない理由となっており，介護に

ついて「まだ先のこと」と考えていると思われる．

性別においては，男性に配偶者の介護を考えない人

が有意に多く，その理由として「余裕がない｣，「先

のこと｣，「配偶者が健康」などの項目が多かった．

厚生統計協会の調査で中高年の日常生活での不安は，

男性では「仕事」が多いのに対し，女性では「自分

の健康」が多いとある側．このことが配偶者の介護

を全く考えない男女間の差へとつながっていると考

えられる．

２．配偶者への介髄意識

１）配偶者の介護に影響する因子

配偶者に介護が必要になった場合に介護をしよう

と思う理由として，介護することへの「義務感」が

最も強く，次いで配偶者に対しての「愛情｣，介護

する人が「自分しかいない」が多く挙げられた．５０

歳代の家庭の役割に関する意識調査によると「互い

に助け合う，支え合う場」が男女とも一番高くなっ

ている`)．このことからも同様に「介護は家族の義

務である」という我が国の「義務感」を重視すると

いう国民性を反映し，配偶者の介護を家庭の役割と

して捉えていると考えられる．

また，配偶者に介護が必要となった場合，介護を

妨げる理由として「自由の拘束｣，「精神的負担｣，

｢自信なし｣，「経済的負担」が多く挙げられた．実

際に介護を行っている人を対象とした調査では，

｢世話の負担が大きい｣，「外出できない｣，「精神的

負担」などの心身両面において極めて負担が大きく

なっており，)，配偶者の介護を行っていない人を対

象とした本結果でも同様な傾向にあった．但し，本

結果は「自由の拘束」が「身体的負担」より重視さ

れているのに対して，実際に介護を行っている人を

対象とした鯛査では，「身体的負担」が「自由の拘

束」より重視されている．このことは，中高年者が

予想している以上に介護が身体的な負担となってい

ることが考えられる．性別においては，男性が女性

より「家事が不得意」という項目を多く選択した．

このことは，これまで男女の役割分担として女性が

家事を担うことが多く，家事において男女間に力量

の差がみられることによるものと思われる．

２）配偶者への介護方法

配偶者への介護方法においては在宅希望者が９割

－３３－



中高年における家族の介霞意繊鯛査

ろと思われる．また，従来の介謹は，妻や長男の嫁

といった女性が担い手となっていることが多く，家

族の負担の上に成り立っていた．このことから女性

は男性に比べ，自分の介護では家族の負担にならな

いように施股に入所するという回答が多く，サービ

スを利用せずに家で介護して欲しいという回答が少

なかったと思われる．

４．介髄の教育

今後の介謹に対する教育として「学校教育」が７

割で最も多く，次いで「地域教育」となっている．

近年，三世代世帯は減少し，核家族世帯は増加傾向

にあり，介漣に関することに限らず，祖父母から長

年にわたって培ってきた知職や体験を伝授してもらっ

たりすることは少なくなってきている．また，現在

は地域とのかかわりやふれあいは希薄になっている．

このようなことから，従来は教育の場であった家庭

や地域に対して介護の教育の期待は低く，学校での

教育に期待が高まっていると思われる．学校では従

来から児童生徒の発達段階に応じ，社会科・道徳等

で福祉の重要性や思いやりの心を育てることなどの

指導が行われている．保健・医療・福祉の分野にお

いては，１０年程前から高齢社会教育に関する専門教

育は行われているが，小・中学校では１つの教科と

して確立はされていない．しかし，次世代を担う子

どもたちに高齢社会に対して考える機会や知識を与

えることは重要である．このような人々の期待や関

心に応えるには，教育者自身が高齢社会に関して興

味を持ち，福祉の活動に参加していくことも必要で

あるし，また，高齢社会や介護の問題が人と触れあ

いから学ぶことも多いことから，家庭・地域教育を

見直す必要もあると思われる．

結輪

１．配偶者の介護を「よく考える」と「たまに考え

る」と合わせて，８割の人が配偶者への介護に

ついて考えていた．そのきっかけとして「配偶者

の健康が悪いとき｣，「介護についての記事を読ん

だとき」が多く挙げられた．また，性別では「周

りから介護の話を聞くとき」と回答した人は女性

が男性より有意に多かった（ｐ＜0.05)．

２．配偶者の介護を「全く考えない」人は２割であ

り，男性は女性より多かった．その理由として

「配偶者が健康だから」が最も多く挙げられた．

３．配偶者に介謹が必要となった場合．介護しよう

と思う理由として「介護するのは当然｣，「配偶者

への愛精｣，「介護する人が自分しかいない」とい

弱，施設希望者が1割であった．在宅希望者のうち，

９割がヘルパーやデイサービス等の介謹サービスを

利用したいと考えている．本研究の対象者となって

いる50～64歳の人は祖父母の介謹をしている親の姿

を見て育ったり，現在親の介護に携わっている世代

であり，介護することがいかに困難で負担となるも

のかを身をもって経験している人が多いと思われる．

サービスを有効に利用することは，家族の負担の軽

減につながることからサービスを利用しながら介護

することに抵抗感は少なくなってきていると思われ

る．また，「サービスなしで家」と「サービスあり

で家」などの在宅介護希望者が介護場所として家を

選ぶ理由として，「配偶者が望んでいる」が最も多

く，次いで配偶者を「見捨てた気｣，配偶者の「近

くに居たい」が多かった．配偶者に介護が必要になっ

たと仮定したとき，在宅での介護を希望した場合，

介護者の意向（｢近くに居たい｣）や体裁（｢見捨て

た気」「非難されそう｣）より被介護者の希望を優先

して介護方法を考える傾向にあると思われる．

一方，施股希望者が介護場所として「施設」を選

ぶ理由として「人生設計の犠牲」力殿も多く，次い

で「自由の拘束｣，「行き届いた介渡｣，「環境の不適

切」が多かった．退院前の要介護者をもつ介護者を

対象にした鯛査では，在宅希望群より施設希望群の

方が「時間的ゆとり」が少ないと報告されている8)．

本研究でも「人生設計の犠牲｣，「自由の拘束」とい

う時間的拘束の軽減のために施設を利用する傾向が

みられた．

さらに，サービスを利用しない理由としては，

｢見捨てた気」72.7％で最も多く，次いで「十分介

護できる｣，「他人に入られたくない」などが５割を

超えていた．昔は在宅で家族の介護をするのは当然

であった．それを見て育ち在宅での介護が当然と思っ

ている人にとっては，サービスや施股を利用するこ

とは家族としての責任・義務の放棄であると感じて

いると思われる．このことから「見捨てた気」の選

択率が高かったと考えられる．

３．自分への介臓方法

自分への介護方法においては，「サービスありで

家」６割強で最も多く，次いで「施設」であり，在

宅介護サービスや介護施股の利用意向は高かった．

性別では，女性の方が「施設」と回答した人が多く，

有意な差がみられた．５０～60歳代の人は祖父母の介

護をしている親の姿を見て育ったり，現在親の介護

をしている世代であり，これまで介霞に関わってき

た経験から介護が家族の負担となることを知ってい
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う順に多かった．逆に，介護を妨げる理由として

「時間が自由に使えない｣，「箱神的負担｣，「自信

ない」が多かった．

4．配偶者の介護方法では「介護サービスを利用し

て家で介護したい」と選択した人が８割弱で最も

多かった．その理由として，「配偶者が望んでい

る｣，「見捨てた気」が多かった．

5．対象者に介護が必要となった場合，対象者が望

む自分への介護方法は「サービスありで家」６３．６

％，「施設｣26.4％であり，特に「施設」を望む人

は女性の方が男性より有意に多かった(ｐ＜0.05)．

6．今後の介護に対する教育は核家族の増加や地域

との希薄化から「学校教育」への期待が高まって
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